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ものづくりにおける生徒のアイデアスケッチと意識に関する研究
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本研究は，ものづくりにおける生徒のアイデアスケッチに着目した。生徒の作成するアイデアス

ケッチの実態を明らかにし，その特徴と生徒の意識について検討した。予備調査152名，本調査283

名の中学生を対象に，アイデアスケッチに関する調査を実施した結果，以下のことが明らかとなっ

た。

生徒の作成するアイデアスケッチの特徴は「展開している」，「思い浮かぶ限りの作図をしてい

る」，「決めている」および「思い浮かばない」の４つに分類された。また，作成条件や特徴の相

互関係により，生徒の意識は，アイデアスケッチに対して好意的あるいは非好意的になることが明

らかとなった。以上のことから，製作物やアイデアスケッチの目的や条件，あるいは作業環境の状

況に応じた取り組みの必要性を示唆することができた。

キーワード：ものづくり，アイデアスケッチ，生徒の意識,作成条件

１はじめに

中学校技術・家庭科（技術分野）の「技術と

ものづくり」では，ものづくりを通して学習指

導が行われる。特に技術的課題解決能力を育成

するための学習活動の展開には，「動機→設

計・計画→製作→評価」の４過程を欠落するこ

となく辿る必要がある。この４過程のうち設

計・計画に必要な能力は計画力や見通し能力，

空間表象と構成力である')。つまり，ものづく

り学習の設計では，「どのような製作品を完成

させるか」，「どのように材料を加工するか」

などについて生徒は見通しをもち，計画を作成

する必要がある。

設計の初期段階において「どのような製作品

を完成させるか」について，いくつかの案を作

図する方法としてアイデアスケッチがある｡ア

イデアスケッチとは製作にあたって新しい着想

や思いつきなどのアイデアを自由に多く作図し

ながら，発想を発展させる2)3)。また，アイデ

アを視覚的な形として検討する方法である4)。

アイデアスケッチの作成は計画する力や見通

し能力を育成する活動である。アイデアスケッ

チの定義「アイデアを視覚的な形として検討す

る」は，目的とした結果を追求する問題解決の

１つの形態として捉えることもできる。

また，創造の場面としてアイデアスケッチを

実施させることも可能である。これは，アイデ

アスケッチの定義「新しい着想や思いつきなど

のアイデアを自由に多く作図しながら，発想を

発展させる」に関わる内容である。技術・家庭

科の目標の１つに「工夫し創造する能力の育

成」が掲げられている。学んだ知識と技術を応

用した解決方法を探求し，組み合わせて活用す

ることと，それらをもとに自分なりの新しい方

法を創造することなどの能力が重要であるとい

う5)。すなわち，技術分野は生徒の創意工夫を生

かし，創造する能力を育成する必要もある。

先行研究では，設計において生徒の意識が非好

意的に形成されることが明らかにされている6)。

このことから，アイデアスケッチの実態，作成
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方法，生徒の意識の相互関係が明らかになれ

ば，設計の学習指導において有益であると考え

た。

｜以上のように設計におけるアイデアスケッチ

の作成は，ものづくりの初期段階であること，

問題解決能力や創造性を育成することから有意

義であると考えた。そこで，本研究はアイデア

スケッチの作成に焦点を置き，アイデアスケッ

チの実態を解明すること，作成時における生徒

の意識について検討することを目的とした。

関している」，「思い浮かぶ限りの作図をして

いる」では４個以上の作図が認められ，「決め

ている」，「思い浮かばない」では，４個以下

の作図が認められた。

アイデアスケッチでは，新しい着想や思いつ

きなどのアイデアを自由に多く作図しながら発

想を発展させる必要がある。そこで，「決めて

いる」，「思い浮かばない」は十分なアイデア

スケッチを作成することができなかったと判断

した。

また，アイデアスケッチを作成させた直後の

自由記述には「寸法を考えるのはめんどうくさ

い」が最も多く認められ，それらの生徒は「決

めている」または「思い浮かばない」を作成し

ていた。

木製品の設計では，形状，機能，材料と加工

法の３つの要素を検討する必要がある7)。今回

の予備調査では，生徒はおもにＣＤラックの形

状，機能についてアイデアを検討している様子
が読み取れる。学習指導の際には，設計におけ

る制約条件の確認，情報収集，模型の製作など

を取り入れ，設計をより完成度の高いものにす

る必要がある。

２生徒の作成するアイデアスケッチの実態

生徒の作成するアイデアスケッチの実態を把

握するため予備調査を実施した。

対象者：金沢大学教育学部附属中学校３年生

152名

手続き：アイデアスケッチの問題場面として

「どのようなＣＤラック（ＣＤが入る箱）を完成

させますか」と木製品の製作に関する課題を与

え，３０分間でその案をできるだけ多く作図させ

た。また，その直後にアイデアスケッチに対し

て感じたこと，思ったことを自由記述で回答を

求めた。

調査の結果，生徒の作成するアイデアスケッ

チは「展開している」，「思い浮かぶ限りの作

図をしている」，「決めている」および「思い

浮かばない」などの特徴が認められた。それぞ

れ，図１から図４に示す。

「展開している」は，１つの作図をもとに工

夫を加え，作図の個数を増やしているアイデア

スケッチである。「思い浮かぶ限りの作図をし

ている」は，多様な形状の作図をしているアイ

デアスケッチである。「決めている」は，寸法

の記入や定規の使用が認められ，用紙全体に大

きく，丁寧に作図をしているアイデアスケッチ

である。「思い浮かばない」は，用紙の片隅に

作図をしたものや自由記述にアイデアが思い浮

かばないと記述したアイデアスケッチである。

作図の個数の平均は，４個であった。アイデ

アスケッチの特徴と作図の個数の関係は，「展

ii毒jfiif鳧莨三ill1iijiiililkiiFiLH2ll！麺》》露。（『、、
！
。

糸ふこう､ろＬうみ心彌《`てﾖｩ軸､ろ｡
繊孵鐵刃織る

図１展開しているアイデアスケッチの例
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３アイデアスケッチの特徴と生徒の意識

3.1調査方法

予備調査において検討したアイデアスケッチ

の特徴,作成条件と生徒の意識との相互関係に

ついて明らかにするために本調査を実施した。

対象者：石川県金沢市内の中学校１年生およ

び２年生283名《有効回答数266名，有効回答率

94.0％） 

手続き：予備調査と同様の課題を用いてアイ

デアスケッチを作成させた。ただし，予備調査

の自由記述結果から，寸法を記入させないこと

とした｡また，アイデアスケッチの作成のため

に以下の作成条件を用いて実施した。それら

は，条件①「付け加えた条件なし」川条件②

「使いやすいＣＤラックを作図すること」，条

件③「あなたの技能で製作できるＣＤラックを

作図すること」，条件④「独創的なデザインの

ＣＤラックを作図すること」の４種類であっ

たｄ今回の調査では,－人の生徒は作成条件を１

つのみ与えられ，その条件に対して１つのアイ

デアスケッチを20分間で作成した。つまり,本調

査では,有効回答数266名の生徒の作成したアイ

デアスケッチ266枚を分析した。

また，アイデアスケッチを作成させた直後に

意識調査を実施した。調査用紙は,先行研究8)の

意識調査用紙を参考に，７段階評定尺度で構成

した。調査項目（わくわくした】役に立つ，協

力的な，安全な，好き，興味のある，おもしろ

い，現代風な，楽しい，しずかな，便利な）は

評定「７」に近いほど好意的評定として得点化

した。

分析方法：生徒の作成したアイデアスケッチ

の分析は技術分野担当教師Ｌ技術教育を専攻す

る大学院生および大学生の各１名に依頼した。

判定者３名の分類が一致した生徒の人数は185

名でｊ一致率は69.8％となった。

⑭ＩｉｉＬｉＥ;IlElZi’ 
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図２思い浮かぶ限りの作図をしている

￣￣ 

アイデアスケッチの例

図３決めているアイデアスケッチの例

3.2調査結果

3.2.1アイデアスケッチの特徴一

予備調査におけるアイデアスケッチの特徴と
図４思い浮かばないアイデアスケッチの例
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アイデアスケッチの作成条件ごとに分類した結

果を表１に示す。特徴「思い浮かぶ限りの作

図」をして，その作図から特徴「展開してい

る」生徒も認められたため，表中の人数は延べ
人'数を示してある。

分析の結果，条件③「製作できる」の場合，

特徴「展開している」を作成した生徒が多く，

条件④「独創的な」の場合，特徴「思い浮かぶ

限りの作図をしている」を作成した生徒が多く

認められた。つまり，条件③「製作できる」は

展開することを促し，条件④「独創的な」は多

様な形状に着想が方向づけられたと考えられ

る。

また，条件④「独創的な」の場合，生徒は複

雑な形状を考えたため，１つの図を丁寧に作図

し,|他の作成条件に比べ特徴「決めている」を

作成した傾向が認められる。

条件②「使いやすい」の場合，特徴「展開し

ている」と特徴「思い浮かぶ限りの作図をして

いる」を作成した生徒はほぼ同数であり，その

他の特徴よりも多い。つまり，アイデアを豊富

に展開する作成条件として，条件②「使いやす

い」は，有効に働いたと考えられる。

条件①「付け加えた条件なし」の場合では他

の作成条件に比べ，特徴「思い浮かばない」を

作成した生徒の人数が多かった。つまり，作成

条件を付け加えないことで，アイデアスケッチ

の作成ができなかった生徒も認められた。

アイデアスケッチの特徴については，本調査

においても予備調査で明らかにした特徴が認め

られ，本研究が分類した４つのアイデアスケッ

チの特徴について迫検証することができた。

表１アイデアスケッチの特徴と作成条件

３２．２作図の個数

アイデアスケッチにおいて，アイデアの豊か

さは作図の個数に影響することも予測される。

そこで，アイデアスケッチの特徴ごとに，その

作図の個数の平均値を作成条件ごとに求めた結

果を表２に示す。作成条件の総計の平均値は条

件③「製作できる」で最も高く，条件④「独創

的な」で最も低い。

特徴「思い浮かぶ限りの作図をしている」は

特徴「展開している」よりも，平均値の高いこ

とが認められた。多様な形状を想像し，作図す

るほうが，１つの作図を展開するよりも多く作

図することができると考えられる。特に，条件

③「製作できる」において，この傾向は顕著で

ある。自分の技能を考慮して「この製作品なら

つくることができる」と多様な形状を想像すれ

ば，多くの作図ができると考えられる。

本調査における生徒の作図の個数の平均値は

４個で，予備調査時とほぼ同じような結果と

なった。つまり，ものづくりのアイデアスケッ

チを作成するには，中学生は，２０分から30分の

間で，平均４個の作図をすることも明らかと

なった。

3.2.3意識調査の結果

生徒のアイデアスケッチに対する意識得点の

平均値を図５に示す。対象となった生徒の多く

は，アイデアスケッチに対してわくわくした，

好き，役に立つといった好意的意識を抱く傾向

が認められる。先行研究6)では，同様の調査を

実施しているが，構想設計に対して生徒は非好

意的意識であった。抽象概念であった構想設計

表２アイデアスケッチの特徴と作図の個数

書！;;=醤竺雲竺i暮二霊竺二二幾件で

膜駕い)４００４６０Ｌ６７ｑ７５川
(製麓ろ)ａ９１ＭＬＯＯ２００４５１

剰牛⑬

mji鑑!:）４３６４１６ＬＯＯＬＯＯａ５５
JTU記ロＵ

延べ人数）１０４７４１１１５ 総計(全体）４．１１４．７４１．１７１．４７３．９６
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条件①「付け加えた条件なし」では，各項目

において高い意識得点を示し，条件④「独創的

な」では各項目において低い意識得点を示し

た。また，調査項目「好き」，「楽しい」，

「便利な」において，条件③「製作できる」

は，最も高い意識得点を示した。

条件④「独創的な」は作図することに困難を

感じたため，生徒の意識が好意的ではなかった

と考えられる。条件①「付け加えた条件なし」

や条件③「製作できる」では，作図しやすかっ

たため好意的となったと推察できる。

また，アイデアスケッチの特徴ごとに，意識

得点の平均値を表４に示す。特徴「思い浮かぶ

限りの作図をしている」生徒は，各調査項目に

おいて高い意識得点を示し，特徴「思い浮かば

ない」生徒は各調査項目において低い意識得点

を示した。

作図の個数と生徒の意識の関係を考察する

と，作図の個数が多い生徒の意識は好意的とな

り，作図の個数が少ない生徒の意識は非好意的

となることが明らかとなった。多様な形状を想

像することで多くの作図ができ，アイデアス

ケッチに対して好意的になったと考えられる。

に対して，アイデアスケッチはより具体的に設

計に取り組むことができ，好意的になったと予

測できる。アイデアスケッチによって，ものづ

くりに対する生徒の意識を好意的に変容できれ

ば，その後の製作図や工程表の検討などの設計

手順にも，より好意的に，取り組むこともでき

ると考えられる。

次に，アイデアスケッチの作成条件ごとに，

生徒の意識得点の平均値を算出した結果を表３

に示す。

例えば，条件①「付け加えた条件なし」の場

合，生徒の意識得点は，調査項目「わくわくし

た」で「4.54」となり，他の作成条件に比べ，

高い意識得点となった。
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3.3まとめ

本調査では，アイデアスケッチにおける特

徴，作成条件，生徒の意識に着目した。そこ

で，予備調査において分類したアイデアスケッ

チの特徴である「展開している」，「思い浮か

ぶ限りの作図をしている」，「決めている」お

よび「思い浮かばない」と生徒の意識について

明らかにすることを試みた。生徒に異なる作成

条件でアイデアスケッチを実施させ，さらに意

識調査を実施した結果，以下のことが明らかと

なった。

(1)本調査において，予備調査で分類した「展

開している」，「思い浮かぶ限りの作図をし

ている」，「決めている」および「思い浮か

ばない」の特徴が認められた。予備調査のす

べての特徴が認められ，本研究において分類

図５アイデアスケッチに対する意識
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表３アイデアスケッチ作成条件と生徒の意職得点の平均値

わくわくした役に立つ協力的な安全な好き興味のあるおもしろい現代風な楽しいしずかな便利な条律一項目

条件①
(条件なし） 4．５４４．９７３．９２５．６３４．７３４．７５４．７８４．４２４.４６５．１３４．９０ 

’条件②
(使いやすい） 4．２５４．８６３．７２５．０８４．７１４．４６４．１５４．３４４.３６４．８６５．２０ 

条件③
(製作できる） 4．１２４．８１３．９１５．１７４．７７４．５２４．７８４．３０４.７６５．１２５．３４ 

条件④
(独創的な） 4．３５４．４７３．６１４．８１４．２２４．１２４．４６４．３２４.２２４．７２４．７６ 

全体４．３１４．７７３．８１５．２０４．５７４．４６４．５５４．２５４.４３４．９２５．０４

表４アイデアスケッチの特徴と生徒の意識得点の平均値

、緬一ﾕﾆわくわくした役に立つ協力的な安全な好き興味のあるおもしろい現代風な楽しいしずかな便利な

展開している４．１２４．８１３．７４５．４０４．５３４．３５４．４０４．１１４．２９５．２３５．０５

騨蕊鍛艀４７６４９３３９１５１４５０１４９２４９２４７２４８５４６８５１６

決めている４．６４５．１８３．０９３．９１４．４５４．０９４．４５４．１８４．４５４．９１５．０９

思い浮かばない３．６０３．８７３．７３４８０３．７３３．４７３．６０３．９３３．８７４．６０５．１３

全体 4．３１４．７７３．８１５．２０４．５７４．４６４．５５４．２５４．４３４．９２５．０４ 

４結論

本研究は，ものづくり学習における生徒の作

成するアイデアスケッチに着目した。生徒の作

成するアイデアスケッチの実態を明らかにし，

その特徴と生徒の意識の相互関係について検討

した。特に，アイデアスケッチの作成に関し

て，アイデアスケッチの特徴，作成条件，作図

の個数および生徒の意識について相互的に分析

した。

アイデアスケッチの特徴には，「展開してい

る」，「思い浮かぶ限りの作図をしている」，

「決めている」および「思い浮かばない」の４

つがあることを明らかにした。

作成条件には，「付け加えた条件なし」，

「使いやすいＣＤラックを作図すること」，

「あなたの技能で製作できるＣＤラックを作図

すること」，「独創的なデザインのＣＤラック

を作図すること」の４つを設定した。

作図の個数に関しては，生徒の作成する作図

したアイデアスケッチの特徴について追検証

することができた。

(2)アイデアスケッチの作図の個数が多くなっ

た作成条件は，条件「製作できる」であっ

た。

(3)作図の個数が多い生徒は，特徴「思い浮か

ぶ限りの作図をしている」を作成していた。

(4)条件「付け加えた条件なし」や条件「製作

できる」の場合，生徒の意識は好意的とな

り，条件「独創的な」は生徒の意識が非好意

的となった。

(5)特徴「思い浮かぶ限りの作図をしている」

の生徒の意識は好意的であり，特徴「思い浮

かばない」の生徒の意識は非好意的であるこ

とが認められた。

以上，生徒の作成するアイデアスケッチの特

徴，作成条件，生徒の意識との相互関係につい

て明らかにすることができた。
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６）岳野公人，松浦正史：製作学習における生

徒の感情的イメージの変容に関する研究，日

本産業技術教育学会誌，VOL41,No.4,ｐｐ３９.
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Ｗｏｏｄｗｏｒｋｉｎｇ，Ｔｈｅｇｏｏｄｈｅａｒｔ・

willox・company､inc,ｐ8,1970

8）岳野公人，松浦正史：技術学習の素材に対

する生徒の感情的イメージ，日本教科教育学

の個数の平均値であった４個以上を多い，それ

以下を少ないと判断した。

生徒の意識は，調査項目の得点から意識が高

いのか低いのかを判断した。

以上の要素を相互的に分析した結果，アイデ

アスケッチの作成には，教師が生徒に作成させ

たい特徴を予め決定し，それに応じた作成条件

を設定することの必要性が示された。今回の調

査結果では，作図の個数が多い，特徴「展開し

ている」，特徴「思い浮かぶ限りの作図をして

いる」アイデアスケッチを作成させることが，

その意図を達成していると考えられたため，こ

れらの特徴を目標にすることが適当であると考

察できる。作成条件は，それらの特徴を引き出

せた条件「使いやすいＣＤラックを作図するこ

と」，条件「あなたの技能で製作できるＣＤ

ラックを作図すること」のどちらかを選択する

ことが適当であろう。

なお，学習指導に関しては，カリキュラムの

作成上，その他の学習内容との関係もあるの

で，すべてのアイデアスケッチの学習について

本研究の結果を採用する必要はないと考えられ

る。製作物やアイデアスケッチの目的や条件，

あるいは作業環境の状況に応じた取り組みが必

要である。ただ，安易にアイデアスケッチや設

計の授業を取り入れるのみでは，ものづくり学

習における設計の学習指導はできないことを指

摘しておきたい。
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